
 　　　　新深谷市の現状は？
　　　　いま 深谷を見る 　

主  な  内  容   

■    市長随想「沈思黙考」  ＮＥＷ！

■  119 の現場から  ＮＥＷ！

■    深谷市消防団員紹介
■  叙勲受章おめでとうございます
■   My Town Topics
■   情報ひろば
■    みんなの健康
■    心の広場
■    夢なかるべからず
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 　　　　平成 18 年度
　　　　下半期の財政状況 　

深谷市の人口と世帯   
                
■  人口　147,946（＋   80）
■  男性　  73,897（＋   41）
■  女性　  74,049（＋   39）   
■  世帯　  52,609（＋ 126）

■  平成 19年 5月 1日現在（前月比）
　  （外国籍のかたも含みます）

集中連載 

特集

新連載！　「武者と生まれて描く虹」～畠山重忠伝説～

ＮＥＷ！ＮＥＷ！



笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

市 税
市民の皆さん
が納めた税金

地方交付税
行政サービスを維
持するため、国か
ら交付されるお金

国庫支出金
市の特定の事
業に国から交
付されるお金

市 債
国や銀行から
の借入金

繰 越 金
前年度から繰
り越されたお
金

繰 入 金
基金を取り崩
し、使用する
お金

そ の 他
県支出金、地
方譲与税、諸
収入など

億円
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深谷市の財政状況深谷市の財政状況

市では、まちづくりのために、市民の皆さんに納めていただいた税金や市債 (市の借入金)などを財源
とし、効率的な財政運営に努めています。
どのような事業にどのくらいお金が使われたかという「市の家計簿｣ともいうべき財政状況を年2回に

分けてお知らせしています。今回は、平成18年度下半期 (平成19年3月31日現在)の財政状況をお知
らせします。

特集

平成18年度下半期の市の財政状況をお知らせします

平成19年 3月 31日現在

公
有
財
産

土 地
お よ び
建 物

区　分 土　　地 建　　物

行政財産 2,897,644㎡ 386,150㎡

普通財産 251,812㎡ 2,144㎡

計 3,149,456㎡ 388,294㎡

物 権 （ 地 上 権 ） 495㎡

有価証券（テレビ埼玉ほか株券） 2,875万円

出資による権利（埼玉県信用保証協会出えん金など12件） 2億6,291万円

債 権 1億6,496万円

基 金（ 行 政 振 興 基 金 な ど20件 ） 114億7,532万円

　市が保有する公有財産のうち、土地は
3,149,456㎡、建物は388,294㎡です。庁舎、学校、
公園などの行政財産と、それ以外の普通財産と
に分かれます。

会　　計　　名 残　　高
一 般 会 計 243億5,259万円
特 別 会 計 合 計 123億3,742万円
企 業 会 計 合 計 249億6,008万円
合 計 616億5,009万円

市民１人当たりに換算すると　416,932円
１世帯当たりに換算すると　1,174,668円

予 算 額
収入済額（執行率）

〈表の見方〉

歳入予算額456億3,979万円
収 入 済 額 413億7,481万円
執行率……90.7％

予 算 額
支出済額（執行率）

〈表の見方〉

歳出予算額456億3,979万円
支 出 済 額 382億6,646万円
執行率……83.8％

　予算額に対して、収入済額と支出済額のそれ
ぞれに差がありますが、これは出納整理期間の収
入・支出が加算されていないためです。決算の数
値は、出納整理期間終了後の数値になります。
泫出納整理期間…年度内に終了した取り引きに
ついて、４月１日から５月31日までに現金を収
入・支出した場合は、年度内に収入・支出した
ものとして出納を処理することができます。こ
の期間を出納整理期間といいます。

民 生 費
乳児やお年寄り、
体の弱いかたなど
を援護する経費

土 木 費
道路や下水道、
公園などの経
費

総 務 費
市役所の全般
的な仕事の経
費

教 育 費
小・中学校や
市立図書館な
どの経費

衛 生 費
ごみやし尿の
処理などの経
費

公 債 費
借入金の返済
金

そ の 他
消防費、農林
水産業費など

172億5,394万円172億5,394万円

176億3,590万円176億3,590万円（102.2％）（102.2％）

51億8,161万円51億8,161万円

（110.2％）（110.2％）

45億7,277万円45億7,277万円

27億9,875万円27億9,875万円（61.2％）（61.2％）

35億2,770万円35億2,770万円

1億8,360万円1億8,360万円（5.2％）（5.2％）

（92.1％）（92.1％）

76億5,062万円76億5,062万円

52億4,722万円52億4,722万円（68.6％）（68.6％）

62億1,269万円62億1,269万円

53億5,024万円53億5,024万円（86.1％）（86.1％）

56億2,550万円56億2,550万円

41億4,239万円41億4,239万円（73.6％）（73.6％）

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 120 130
億円
140

歳入歳入 歳出歳出

その他（1.2％）
 ・軽自動車税
　　2億1,639万円
 ・特別土地保有税
　　111万円

都市計画税
4億7,420万円
（2.7％）

市たばこ税
8億7,587万円
（5.0％）

市民税
75億4,737万円
（42.8％）

市民税
75億4,737万円
（42.8％）

固定資産税
85億2,096万円
（48.3％）

会計名 予算額 収入済額 支出済額
特 別 会 計 279億9,288万円 250億2,822万円 239億   903万円

会計名 予算額 収入済額 支出済額

企業
会計

収益的収入 45億1,099万円 43億7,464万円 －
収益的支出 44億8,350万円 － 33億2,456万円
資本的収入 24億7,861万円 25億   877万円 －
資本的支出 40億4,287万円 － 38億2,463万円

特別会計

企業会計

市有財産

一般会計

市債（借入金）

                平成19年4月1日現在
人口 147,866人
世帯 52,483世帯

市税の内訳

深谷市の人口

平成 18年度は、主な事業として、は
たらふれあい館、大寄学童保育室の建設
などの子育て支援や、電線類地中化事業、
中央通り線整備をはじめとした都市基盤
整備などを実施いたしました。
今後も厳しい財政状況が続くと思いま
すが、積極的に行財政改革を推進し、限
られた財源の効率的、効果的な活用に努
めてまいります。

深谷市長　新井家光

総 額 176億 3,590万円

92億5,283万円92億5,283万円

92億   266万円92億   266万円（99.5％）（99.5％）

27億9,938万円27億9,938万円

27億9,256万円27億9,256万円（99.8％）（99.8％）

30億5,156万円30億5,156万円

30億5,156万円30億5,156万円（100.0％）（100.0％）

35億9,256万円35億9,256万円

32億3,698万円32億3,698万円（90.1％）（90.1％）

33億1,542万円33億1,542万円

27億4,266万円27億4,266万円（82.7％）（82.7％）

55億4,521万円55億4,521万円

49億3,298万円49億3,298万円（89.0％）（89.0％）

57億   978万円57億   978万円

  ※国民健康保険、老人保健、農業集落排水処
  　理事業、土地区画整理事業、浄化槽市町村
  　整備推進事業、下水道事業の一部

  ※特別会計＝農業集落排水処理事業、土地区
  　画整理事業、浄化槽市町村整備推進事業、
　  下水道事業の一部
  　企業会計＝下水道事業の一部、水道事業

  ※下水道事業の一部、水道事業
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126億1,399万円126億1,399万円

136億9,779万円136億9,779万円
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平成 18 年度に削減された
人件費は、単年度で約 4億円
になりますが、職員の削減効
果は平成 19 年度以降も続き
ます。この考え方で人件費の
削減効果を試算すると平成 19
年度までの累計で約 11 億円、
平成 27年度までの 10年間で
は、累計で約 106 億円の人件
費削減となります。 ※人件費の基礎数値は、新市建設計画と同様に平成15年度の人件費を使用して

　います。また、人件費には給与のほかに共済負担金、退職手当負担金、地公
　災負担金が含まれています。

◎人件費削減効果

⑵職員削減に伴う人件費削減効果⑵職員削減に伴う人件費削減効果

職
員
削
減
状
況
か
ら
見
た
合
併
の
効
果

職
員
削
減
状
況
か
ら
見
た
合
併
の
効
果

　

市
で
は
、
合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
事
務
事
業
の
効
率
化
を
行

い
、
市
職
員
お
よ
び
人
件
費
の
削
減
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
、
職
員
削
減
の
状

況
お
よ
び
職
員
削
減
に
伴
う
人
件
費
削
減
効
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
合

併
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
た
人
件
費
は
、
他
の
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　合併前の平成17年4月1日の1市3町の職員数（消防職員を除く）は、合併前の平成17年4月1日の1市3町の職員数（消防職員を除く）は、
1,092 人でしたが、平成 18年 4月 1日の職員数は、1,042 人となり合1,092 人でしたが、平成 18年 4月 1日の職員数は、1,042 人となり合
併前の職員数と比較して、50人削減となりました。併前の職員数と比較して、50人削減となりました。
　さらに、平成19年4月1日では35人削減し、職員数は1,007人となっ　さらに、平成19年4月1日では35人削減し、職員数は1,007人となっ
ています。ています。
　また、前年度の退職者の2分の1を新規採用する「退職・1／2採用方式」　また、前年度の退職者の2分の1を新規採用する「退職・1／2採用方式」
により、平成 27年 4月 1日の目標職員数（消防職員を除く）を 875人により、平成 27年 4月 1日の目標職員数（消防職員を除く）を 875人
とし、10年間で 217人の削減（削減率 19.9％）を目指します。とし、10年間で 217人の削減（削減率 19.9％）を目指します。

◎削減状況の推移◎削減状況の推移

⑴職員削減の状況⑴職員削減の状況
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常に改革と前進を図らなければ、行政といえども時代の流れの中に埋没し
てしまうことは必至です。財政改革はその中でも特に重要な課題であり、深
谷市でも補助金を見直さざるを得ない状況となっております。
　医師会員の皆様が苦労されて運営してこられた深谷大里看護専門学校も、
その例外とすることはできませんでした。市は、平成７年度に建設費の一部
約５億円を補助金として交付し、また、運営費の借り入れに対する償還金総額約 2億 5 千万円を
市で補助してまいりました。これは、私が市長に就任した後も契約に基づき履行させていただきま
した。            　
　しかし、看護専門学校への県補助金が削減されつつあり、今後は赤字運営の補

ほ

填
てん

のために、市が
運営費を補助してゆかねば経営が難しいことも明らかでありました。こうした財政的課題を克服し、
加えて医師会の負担を軽減できるという利点も踏まえ、看護専門学校の存続を図るためには、看護
専門学校を引き継ぐ大学を積極的に誘致し、その経営母体による新たな法人が設立され、運営を図っ
ていただくことが最善の方法であるとの考えに至りました。
　現状の維持が次第に困難になる中で、私は、看護専門学校の生き残りをかけ、さらに将来的に発
展できる可能性を重視し、医師会と協議を重ね、運営そのものを改革する道を選択させていただい
たのです。医師会が設立した看護専門学校と大学の両方ともうまく存立し、市の財政負担を軽減さ
せることを念頭に熟慮した結果なのです。
今日、時代の流れに沿った改革を実施していくために、市町村の合併や企業の合併または統廃合
が進められております。こうした合併や統廃合については、確かに情において忍びないところはあ
ろうかと思いますが、私は、決して情に流されることなく、将来へ向けて何が本当に求められてい
るのかを、冷静に考えてまいりたいと存じます。

　     

具
体
的
な
整
備
台
数
は

下
表
の
通
り
で
す
。

市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学

校
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば

れ
、
市
内
全
児
童
・
生
徒
間

で
情
報
の
や
り
と
り
を
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

整備年度

平成１８年度

平成１８年度

平成１８年度

平成１９年度

平成１９年度

平成１９年度

合併後台数

　３６３台

　１９４台

　１２７台

　１０９台

　１０４台

　１０９台

１，００６台

合併前台数

１０４台

　９０台

　４２台

　４２台

　４６台

　４２台

３６６台

対象学校

旧岡部町小学校４校

旧川本町小学校２校

花 園 小 学 校

岡 部 中 学 校

川 本 中 学 校

花 園 中 学 校 

合　　　計

　
深
谷
市
は
情
報
教
育
先
進
市
と
し
て
、積
極
的
に
予
算
を
組
み
、

小
・
中
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
、

旧
深
谷
市
に
比
べ
、
合
併
前
の
旧
３
町
の
整
備
台
数
が
不
足
し
て

い
た
た
め
、
旧
３
町
の
台
数
を
大
幅
に
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
旧

深
谷
市
分
に
つ
い
て
は
、
新
規
入
れ
替
え
を
行
い
ま
す
。

①　

小
・
中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
設
置

合
併
１
年　

深
谷
市
の
取
り
組
み

其
そ

の壱
いち

を

　　～平成 18年度に約 4億円削減～～平成 18年度に約 4億円削減～

～平成17・18年度で 85人削減～～平成 17・18年度で 85人削減～
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出
動
要
請
の
中
に
は
、
緊
急
性
の

な
い
軽
い
け
が
や
病
気
（
風
邪
を
引

い
た
、
歯
が
痛
い
、
突
き
指
を
し
た

な
ど
）
で
救
急
車
を
呼
ん
だ
り
、「
救

急
車
な
ら
早
く
病
院
で
診
て
も
ら
え

る
」
な
ど
安
易
な
要
請
も
あ
り
、
本

当
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
傷

病
者
へ
の
対
応
に
支
障
が
生
じ
て
し

ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
連
絡
す
る
前
に
、
自
家
用
車

や
タ
ク
シ
ー
、
民
間
救
急
が
利
用
で

き
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

尊
い
生
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急
車

の
適
正
な
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
で
は
、
緊
急
性
の
な
い
軽

い
症
状
で
ご
自
分
で
病
院
な
ど
へ
行

く
こ
と
が
で
き
る
か
た
に
医
療
機
関

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

・
指
令
課
（
☎
５
７
１
‐
０
１
１
９
）

・
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９
）

※
日
曜
日
・
祝
日
の
場
合
は
、
テ

レ
ド
ー
ム
（
☎
０
１
８
０
‐
99
‐

４
９
４
４
）
へ

救
え
る

救
え
る
『『  

い
の
ち

い
の
ち  

』』
そ
の
た
め
に

そ
の
た
め
に

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

医
療
機
関
の
問
い
合
わ
せ　

医
療
機
関
の
問
い
合
わ
せ　

　

携
帯
電
話
・
IP
電
話
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、
通

報
者
の
発
信
位
置
に
関
す
る
情
報
が

自
動
的
に
消
防
本
部
に
通
知
さ
れ
、

よ
り
迅
速
に
か
つ
確
実
な
消
防
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

迅
速
な
消
防
活
動
の
た
め
に

迅
速
な
消
防
活
動
の
た
め
に

　

救
急
車
は
、
緊
急
に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
傷
病
者
の
た

め
の
も
の
で
す
。
し
か
し
近
年
、
本
来
救
急
車
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
な

緊
急
性
の
な
い
要
請
が
増
え
、
必
要
と
し
て
い
る
傷
病
者
へ
の
対
応
に
支

障
が
出
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
適
正
利
用　

　

救
急
車
の
適
正
利
用　

　　１１９ １１９ の　　　　 の　　　　   からから　　現
場

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
消
防
精
神
の
も
と
に

組
織
さ
れ
て
い
る
深
谷
市
消
防
団
の

平
成
19
年
度
新
役
員
を
紹
介
し
ま
す
。

写真前列左から、堀
ほり

江
え

花園支団長、今
いま

井
い

岡部支団長、富
とみ

田
た

川本支団長、奥
おく

野
の

副団長、
坂
さか

田
た

団長、馬
ば

場
ば

周
しゅう

一
いち

副団長、馬
ば

場
ば

茂
しげる

副団長、藤
ふじ

崎
さき

深谷南支団長、吉
よし

岡
おか

深谷北支団長
中央左から、野

の

本
もと

第１分団長、神
かん

田
だ

第２分団長、青
あお

木
き

第３分団長、瀬
せ

下
した

第４分団長、
松
まつ

崎
ざき

第５分団長、大
おお

島
しま

第６分団長、小
こ

暮
ぐれ

第７分団長、高
たか

橋
はし

第８分団長、髙
たか

田
だ

第９分
団長、川

かわ

田
た

第 10分団長、関
せき

根
ね

第 11分団長、湯
ゆ

浅
あさ

第 12分団長
後列左から、逸

へん

見
み

第 13分団長、森
もり

泉
いずみ

第 14分団長、根
ね

岸
ぎし

第 15分団長、小
こ

林
ばやし

第 16分
団長、清

し

水
みず

第 17分団長、吉
よし

田
だ

第 18分団長、小
お

川
がわ

第 19分団長、田
た

尻
じり

第 20分団長、
大
おお

澤
さわ

第 21分団長、吉
よし

岡
おか

第 22分団長、根
ね

岸
ぎし

第 23分団長、笠
かさ

原
はら

第 24分団長、長
なが

島
しま

第 25分団長

消
防
団
員
は
、
日
ご
ろ
各
自
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
は
、
直
ち
に
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
、

昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
活
動
に
対
す
る
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ 

　

消
防
本
部
消
防
総
務
課

　
（
☎
５
７
１
‐
０
９
０
０
）
へ

第10分団
第11分団

第
14
分
団

第
13
分
団

第16分団

第15分団

第12分団

第９分団 第８分団
第７分団

第６分団

第５分団

第２分団

第４分団

第19分団
第20分団

第17分団
第18分団

第24分団
第25分団

第21分団
第22分団
第23分団

第
１
分
団

第３分団

血洗島・南阿賀野・北阿賀野
横瀬・町田・上手計・下手計・大塚

上敷免・高畑・内ケ島・矢島
大塚島・起会・谷之・戸森

岡・岡里

普済寺・岡部

本郷・今泉・針ヶ谷・
山河・櫛挽

深谷町・田所町・西島４～５丁目・
田谷（市道１号線以西）・東大沼・栄町・
西大沼・曲田・萱場・見晴町・宿根・伊勢方

小前田・荒川・武蔵野

黒田・永田・北根

榛沢・後榛沢・山崎・
榛沢新田・沓掛・西田

櫛引・大谷・境

人見・樫合・柏合・折之口

田中・上原・長在家・菅沼・
瀬山・川本明戸

本田・畠山・白草台

上野台・桜ケ丘・
東方（ＪＲ高崎線以南）・
秋元町・上柴町東・
上柴町西（1丁目を除く）

東方（ＪＲ高崎線以北）・
原郷（東部・北部）・常盤町・
国済寺（東部）・東方町・
国済寺町・幡羅町１丁目・
本田ケ谷

深谷・仲町・本住町・稲荷町・
稲荷町北・天神町・西島・
西島町１～３丁目・緑ケ丘・
田谷（市道１号線以東）・寿町・
原郷（中部・西部）・幸町・
国済寺（西部）・上柴町西1丁目

宮ケ谷戸・上増田・蓮沼・
藤野木・堀米・江原・石塚

明戸・沼尻・新井

新戒・高島・成塚
中瀬

深谷市消防団役員の皆さん

　

多
く
の
か
た
に
応
急
手
当
の
方

法
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

講
習
の
内
容
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱

い
方
法
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

と
き　

毎
月
第
４
土
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午
（
６
月
は
23
日
）

と
こ
ろ　

深
谷
消
防
署
と
花
園
消

防
署
で
交
互
に
開
催
（
６
月
は

深
谷
消
防
署
）

対
象　

深
谷
市
・
寄
居
町
在
住
在

勤
の
か
た

定
員　

先
着
30
人

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み

　

消
防
本
部
警
防
課

　
（
☎
５
７
１
‐
０
９
１
４
）
へ

※
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

深
谷
市
消
防
団
新
役
員
紹
介

深
谷
市
消
防
団
新
役
員
紹
介

第 １ 回

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市
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募 集 職 種 募 集 人 員 受 験 資 格

事 務 職

一 般 事 務 10 人程度
大学卒＝昭和 56年 4月 2日～ 61年 4月 1日生まれのかた
短大卒＝昭和 58年 4月 2日～ 63年 4月 1日生まれのかた
高校卒＝昭和 60年 4月 2日～平成 2年 4月 1日生まれのかた

一 般 事 務
（ 身体障害者 ） 若干名

身体障害者手帳の交付を受けているかたで、
大学卒＝昭和 52年 4月 2日～ 61年 4月 1日生まれのかた
短大卒＝昭和 54年 4月 2日～ 63年 4月 1日生まれのかた
高校卒＝昭和 56年 4月 2日～平成 2年 4月 1日生まれのかた

一 般 事 務
（ ポルトガル語 ） 若干名

ポルトガル語で日常会話ができるかたで、
大学卒＝昭和 52年 4月 2日～ 61年 4月 1日生まれのかた
短大卒＝昭和 54年 4月 2日～ 63年 4月 1日生まれのかた
高校卒＝昭和 56年 4月 2日～平成 2年 4月 1日生まれのかた

一 般 事 務
（ 管理栄養士 ） 若干名

管理栄養士の資格を有するかたで、
昭和 56年 4月 2日以降に生まれたかた

技 術 職
土 木 若干名

大学・短大・高校で土木の専門課程を修了したかた、または修了見込みのかたで、
大学卒＝昭和 56年 4月 2日～ 61年 4月 1日生まれのかた
短大卒＝昭和 58年 4月 2日～ 63年 4月 1日生まれのかた
高校卒＝昭和 60年 4月 2日～平成 2年 4月 1日生まれのかた

化 学 若干名
大学で化学の専門課程を修了したかた、または修了見込みのかたで、
昭和 56年 4月 2日～ 61年 4月 1日生まれのかた

消 防 職 員 3 人程度
大学卒＝昭和 56年 4月 2日～ 61年 4月 1日生まれのかた
短大卒＝昭和 58年 4月 2日～ 63年 4月 1日生まれのかた
高校卒＝昭和 60年 4月 2日～平成 2年 4月 1日生まれのかた

表の受験資格のほか、以下の①～④のすべてに該当するかたが受験できます。
①日本国籍を有するかた　②地方公務員法第 16条の欠格条項に該当しないかた　③自力で通勤でき、かつ介護者なしで週 40時間の
職務の遂行が可能なかた　④活字印刷文による出題に対応できるかた

※詳しくは、受験案内をご覧ください

●受験案内・申込書の配布
　消防総務課、経営管理課および各総
合支所総務課で、7月 2日㈪～ 8月 3日
㈮（ただし、土・日曜日、祝日を除く）
午前 8 時 30 分～午後 4 時 30 分まで配
布します。
●受験手続き
　所定の申込書を 8 月 1 日㈬～ 4 日㈯
午前 9 時～午後 4 時 30 分（8 月 4 日は
午後 4時）までに、消防総務課にお持ち
ください（郵送不可）。
●試験の日時・会場
　第１次試験
　９月 16 日㈰午前 10 時～
　深谷市消防本部
※第２次試験
　（第１次試験合格者のみ）
　11 月（予定）
●問い合わせ
　消防総務課（☎ 571 － 0900）へ

消防職員
●受験案内・申込書の配布
　経営管理課および各総合支所総務課で、7月 2日㈪
～ 8月 3日㈮（ただし、土・日曜日、祝日を除く）午
前 8時 30 分～午後 4時 30 分まで配布します。
●受験案内・申込書の郵便による請求方法
　返信用封筒（140 円分の切手を貼

は

った A4 判の用紙
が折らずに入る封筒で、請求者の住所・氏名を記入）
を同封の上、「受験案内請求」と朱書きし、〠 366 －
8501（住所省略可）・深谷市役所総務部経営管理課に
請求（7月 25 日㈬必着）してください。なお、発送
は 7月 2日㈪以降になります。
●受験手続き
　所定の申込書を 8月 1日㈬～ 4日㈯午前 9時～午後 4
時 30 分（8 月 4 日は午後 4時）までに、市役所本庁舎
3階大会議室にお持ちください（郵送不可）。
●試験の日時・会場
　第１次試験　9月 16 日㈰午前 10 時～・埼玉工業大学
※第２次試験（第１次試験合格者のみ）10 月（予定）
●問い合わせ
　経営管理課（☎ 574 － 6636）へ

市職員

市職員・消防職員を募集します市職員・消防職員を募集します
（１）市・県民税の税率が変わりました
　三位一体改革の一環として、国から地方へ 3兆円の税源が移譲されます。これにより、ほとんどのかたは、所
得税が減って、市・県民税が増えることになります。
　税源の移し替えですので、「所得税＋市・県民税」の負担額は基本的には変わりません。

平成19年6月から市・県民税が変わります平成19年6月から市・県民税が変わります

（２）定率減税が廃止されました
　平成17年度までは、市・県民税所得割額から15％相当額（限度額 4万円）、平成18年度は、7.5％相当額（限
度額2万円）が減税されていましたが、平成19年度からはこの定率減税が廃止されました。

（３）調整控除が創設されました
　所得税と市・県民税を比較すると、市・県民税の基礎控除や扶養控除などの人的控除額が低くなっています。従っ
て、市・県民税の税率を引き上げ、所得税の税率を引き下げただけでは、税負担が増えてしまうことから、個々の
人的控除の適用状況に応じて、市・県民税を減額するのが調整控除です。

（４）65歳以上で前年の合計所得金額が125万円以下のかたの非課税措置が廃止されました
　平成17年度までは、65歳以上で前年の合計所得金額が125万円以下のかたは、市・県民税が非課税となって
いましたが、平成18年度からこの非課税措置が廃止されました。ただし、平成17年1月1日現在で65歳以上の
かた（昭和15年1月 2日以前に生まれたかた）については、経過措置が適用されます。
※平成 17年 1月 1日現在で 65歳以上（合計所得金額 125万円以下）のかたの経過措置

区分 平成 17年度まで 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度以降

市民税 非課税 均等割　1,000 円
所得割　1/3 を課税

均等割　2,000 円
所得割　2/3 を課税

均等割　3,000 円
所得割　全額課税

県民税 非課税 均等割　300円
所得割　1/3 を課税

均等割　600円
所得割　2/3 を課税

均等割　1,000 円
所得割　全額課税

■問い合わせ　市民税課（☎ 574－6637）、岡部税務課（☎ 585－2215）、川本税務課（☎ 583－2782）、
花園税務課（☎ 584－1124）へ

＜実施時期＞
所得税 市・県民税

給与所得者 平成 19年 1月から（毎月源泉徴収） 平成 19年 6月から（毎月特別徴収）
年金受給者 平成 19年 2月から（2か月ごとに源泉徴収） 平成 19年 6月から（6・8・10・12月に納付）
事業所得者 平成 20年 2～ 3月（確定申告） 平成 19年 6月から（6・8・10・12月に納付）
退職所得者 平成 19年 1月から 平成 19年 1月から

＜税率＞
改　正　前

→

改　正　後
課税所得金額 市民税 県民税 合計 課税所得金額 市民税 県民税 合計

200万円以下 3%
2%

5%
一律 6% 4% 10%200万円超　700万円以下 8% 10%

700 万円超 10% 3% 13%

改正前
所 得 税 300 万円× 10％＝ 300,000 円 300,000 円

市･県民税
200 万円× 5％＝ 100,000 円

200,000 円
(300 万円－ 200万円）× 10％＝ 100,000 円

合計 500,000 円

改正後

所 得 税
195 万円× 5％＝　97,500 円

202,500 円
（300万円－ 195万円）× 10％＝ 105,000 円

市･県民税 (300 万円× 10％ ) －調整控除 2,500 円＝ 297,500 円 297,500 円
合計 500,000 円

改正前  500,000 円
所得税
300,000 円

市・県民税
200,000 円

改正後  500,000 円
所得税
202,500 円

市・県民税
297,500 円

＜計算例＞　所得税、市・県民税の負担増減額（課税所得金額が300万円の場合）
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児
童
手
当

児
童
手
当

　

市
内
に
居
住
し
、
小
学
校
６
年
生

（
12
歳
到
達
後
の
３
月
31
日
）
ま
で

の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
か
た

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
申
請
の
あ
っ
た

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
の
額　

平
成
19
年
４
月
か

ら
、
３
歳
未
満
の
児
童
に
対
す
る

児
童
手
当
は
、
月
額
１
万
円
に
な

り
ま
し
た
。
３
歳
以
上
の
児
童
手

当
は
、
従
来
通
り
、
第
１
子
・
第

２
子
は
月
額
５
千
円
、
第
３
子
以

降
は
月
額
１
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
変
更
に
よ
る
受
給
者
の
か
た

の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請　

認
定
請
求
書
な
ど
の
提
出
が

必
要
で
す
。
申
請
者
の
状
況
に
よ

り
、
提
出
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
公
務
員
の
か
た
は
、
勤
務

先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届　

児
童
手
当
の
受
給
者
の
か

た
は
、
６
月
に
現
況
届
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

届
け
は
、
前
年
の
所
得
状
況
、
養

育
状
況
お
よ
び
受
給
資
格
な
ど
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ

の
届
け
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
６

月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
を
受
け

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入居者募集住宅
住宅名 所在地 建築年度 間取り 募集戸数 家賃（予定）（円）

上 柴 住 宅 上柴町西 1-15-1
昭和 46年 2UDK 3 10,800 ～ 18,000

昭和 48年 2UDK 1 13,000 ～ 21,600

緑ヶ丘住宅 緑 ケ 丘 22-1 昭和 59年 3DK 6 21,100 ～ 34,900

宿 根 住 宅 宿 根 6 0 0

昭和 63年 3DK 1 22,300 ～ 36,900

平成 5 年 3DK 2 24,100 ～ 40,000

平成 6 年 2DK 2 20,300 ～ 33,600

戸 森 住 宅 戸 森 5 6 - 1 平成 10年 3DK 7 25,900 ～ 42,900

新 井 住 宅 新 井 354 - 1
平成 16年 3DK 1 28,100 ～ 46,500

平成 18年 2DK 1 24,500 ～ 40,600

入
居
の
条
件　

①
市
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
場
所
が
あ
る
こ
と　

②
同

居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
る
こ
と　

③
現
在
住
宅
に

困
っ
て
い
る
こ
と　

④
年
収
が
一

定
額
以
下
で
あ
る
こ
と　

⑤
市
町

村
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

申
し
込
み　
６
月
29
日
㈮
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
、
申
込
書
を

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
受
給
者

の
か
た
に
は
、
５
月
末
に
通
知
を

お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、
内
容
を

ご
確
認
の
上
、
必
ず
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
、
各
総
合
支

所
福
祉
健
康
課
へ

障
害
者
自
動
車
等
燃
料
費
補
助
制
度

障
害
者
自
動
車
等
燃
料
費
補
助
制
度

対
象
者
の
範
囲
を
拡
大

対
象
者
の
範
囲
を
拡
大
!!!!

　

こ
の
制
度
は
、
重
度
の
障
害
の
あ

る
か
た
、
ま
た
は
そ
の
家
族
が
運
転

す
る
自
動
車
等
の
燃
料
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。

改
正
に
よ
り
拡
大
し
た
対
象
者

①
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
交
付
を
受
け
、
自
己
所
有
（
営

業
車
を
除
く
）
の
自
動
車
等
を
運

転
し
て
い
る
か
た　

②
療
育
手
帳
の
18
歳
未
満
の
年
齢
制

限
を
撤
廃
し
、
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ

の
交
付
を
受
け
た
か
た

※
た
だ
し
、
障
害
者
の
保
護
者
が
自

己
所
有
（
営
業
者
を
除
く
）
に
よ

り
、
障
害
者
の
通
園
ま
た
は
通
学

な
ど
の
送
迎
を
行
う
場
合
に
限
る

補
助
額　

①
自
動
車
25
リ
ッ
ト
ル
ま
で
月
１
，

２
５
０
円

②
バ
イ
ク
５
リ
ッ
ト
ル
ま
で
月

２
５
０
円

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事

業
と
の
選
択
制
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
自
動
車
等
燃
料

費
の
対
象
と
な
る
か
た
は
、
登
録

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
さ
れ
る

か
た
で
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
お
持

ち
の
か
た
は
、
申
請
時
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

申
請
と
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉

課
へ固

定
資
産
の
実
地
調
査

固
定
資
産
の
実
地
調
査

　

市
で
は
、
土
地
の
現
況
や
家
屋
の

建
築
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
地
方
税

法
第
四
百
八
条
の
規
定
に
よ
り
実
地

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
地
調
査
は
、
外
観
に
よ
り
調
査

を
行
う
場
合
と
、
皆
さ
ん
の
自
宅
な

ど
に
訪
問
し
て
内
部
な
ど
も
含
め
調

査
を
行
う
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。

　

実
地
調
査
を
行
う
職
員
は
、
固
定

資
産
評
価
補
助
員
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
を
必
ず
携
帯
し
て
い
ま
す
。
訪

問
の
際
に
は
、
ご
確
認
の
上
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課
、
各
総
合

支
所
税
務
課
へ

直
接
ま
た
は
郵
送
（
６
月
29
日
必

着
）
で
く
ら
し
い
き
い
き
課
、
各
総

合
支
所
市
民
環
境
課
へ

入
居
予
定
日　

８
月
１
日
㈬

　

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
（
く
ら
し

い
き
い
き
課
、
各
総
合
支
所
市
民
環

境
課
窓
口
で
配
布
）
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募
集

は
部
屋
ご
と
に
行
い
、
応
募
者
が
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
い
き
い
き

課
へ

静
岡
県
岡
部
町
と
の
交
流

静
岡
県
岡
部
町
と
の
交
流

事
業
を
応
援
し
ま
す

事
業
を
応
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
友
好
都
市
提
携
を
し
た

静
岡
県
岡
部
町
と
の
交
流
を
進
め
る
た

め
、
交
流
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

交
流
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象　

市
民
で
結
成
さ
れ
た
団

体
が
、
岡
部
町
で
行
う
視
察
・
研

修
・
親
善
交
流
な
ど
を
目
的
と
し

た
事
業
で
、
参
加
予
定
者
が
10
人

以
上
の
も
の

補
助
額　

１
団
体
当
た
り
18
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。

補
助
団
体　

３
団
体
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み　

６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、

岡
部
総
務
課
に
あ
る
補
助
金
交

付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
参
加
者
の
名
簿
（
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記

載
し
た
も
の
）
お
よ
び
団
体
の
事

業
計
画
、
予
算
な
ど
に
関
す
る
書

類
を
添
え
て
、
岡
部
総
務
課
へ

問
い
合
わ
せ　

岡
部
総
務
課
へ

国
内
交
流
事
業
を
開
催

国
内
交
流
事
業
を
開
催

　

友
好
都
市
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

し
、
友
達
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
せ
ん
か
。

岩
手
県
田
野
畑
村
交
流

と
き　

７
月
31
日
㈫
〜
８
月
３
日
㈮

（
３
泊
４
日
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
校
５
・
６

年
生

内
容　

川
本
サ
ン
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
・
パ
テ
ィ
オ
で
の
活
動
、カ
ヌ
ー

体
験
、
天
体
観
望
会
な
ど

参
加
料　

３
，
０
０
０
円　

定
員　

30
人

宿
泊
先　

も
く
せ
い
館
（
菅
沼

４
０
１
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　
６
月
22

日
㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
ま
で

に
、
申
込
書
を
生
涯
学
習
課
（
教
育

庁
舎
１
階
）
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
会

を
行
い
、参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
市
内
小
学
校
に
配
布

し
ま
す
。

※
参
加
料
は
、
参
加
者
決
定
後
に
納

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

麻
し
ん
（
は
し
か
）
が
流
行

麻
し
ん
（
は
し
か
）
が
流
行

　

麻
し
ん
は
感
染
力
の
強
い
病
気
で

す
。
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
は
予

防
接
種
が
有
効
で
す
。
過
去
に
麻
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
く
、
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
か
た
は
、

掛か

か
り
付つ

け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

年
金
の
請
求
先
は
？

年
金
の
請
求
先
は
？

　

年
金
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
、「
裁
定
請
求
」
と
呼
ば
れ

る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
過
去
の
年

金
加
入
歴
に
よ
り
、
年
金
の
請
求
先

が
異
な
り
ま
す
。

　

公
務
員
だ
っ
た
か
た
は
、
加
入
し

て
い
た
共
済
組
合
に
裁
定
請
求
を
し

ま
す
。
共
済
組
合
と
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
た
か
た
は
、
共
済
組
合
と

社
会
保
険
事
務
所
の
両
方
で
手
続
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

請求先

厚生年金のみの加入

最終の会社を管轄する
社会保険事務所

最終加入制度が
厚生年金

複数の公的年金に加入

お住まいを管轄する
社会保険事務所

最終加入制度が
国民年金

市区町村 国民年金のみの加入
（第 1号被保険者）

回
送

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事
務

所
、
保
険
年
金
課
、
各
総
合
支
所

市
民
環
境
課
へ

〜
あ
な
た
と
つ
な
が
る

　
　
　
　
　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
〜

○
年
金
請
求
な
ど
の
電
話
相
談

　

☎
０
５
７
０―

05―

１
１
６
５

○
年
金
受
給
者
の
か
た
の
電
話
相
談

　

☎
０
５
７
０―

07―

１
１
６
５

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

市政情報 しせいじょうほう

■深谷市役所　☎ 571－ 1211　　■くらしいきいき課　　☎ 574－ 6633　　■岡部総合支所　　☎ 585－ 2211　　　　　　　　　　 　 　■川本総合支所　　☎ 583－ 2781　　■花園総合支所　　☎ 584－ 1121　　■熊谷社会保険事務所　☎ 522－ 5211
■児童課　　　☎ 574－ 6646　　■生涯学習課　　　　　☎ 572－ 9581　　■岡部福祉健康課　☎ 585－ 2214　　　　　　　　　　 　 　■川本福祉健康課　☎ 583－ 2532　　■花園福祉健康課　☎ 584－ 1123
■資産税課　　☎ 574－ 6638　　■深谷市保健センター　☎ 575－ 1101　　■岡部税務課　　　☎ 585－ 2215　　　　　　　　　　 　 　■川本税務課　　　☎ 583－ 2782　　■花園税務課　　　☎ 584－ 1124
■保険年金課　☎ 574－ 6641　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　■岡部市民環境課　☎ 585－ 2213 　　　　　　　　　　  　  ■川本市民環境課　☎ 583－ 2783　　■花園市民環境課　☎ 584－ 1122
■障害福祉課　☎ 571－ 1011　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　■岡部総務課　　　☎ 585－ 2211　　 　　　　

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市
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４
月
発
行
の
「
深
谷
市
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
・
安
心
マ
ッ
プ
」
に
、
次
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

①
ふ
か
や
眼
科
の
記
載
も
れ

②
水
越
医
院
の
所
在
地

　
問
い
合
わ
せ　

秘
書
室
広
報
係
（
☎
５
７
４―

６
６
３
１
）
へ

深
谷
市
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
・
安
心
マ
ッ
プ
の

深
谷
市
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
・
安
心
マ
ッ
プ
の
お
わ
び
と
訂
正

お
わ
び
と
訂
正

名
前

　

ふ
か
や
眼
科

住
所　

　

西
島
町
３―

14―

８

電
話
番
号

　

☎
５
７
２―

３
９
１
０

索
引

　

Ｅ―

６　

叙勲受章おめでとうございます叙勲受章おめでとうございます

春の叙勲受章者
渡わ

た

邊な
べ

保や
す

幸ゆ
き 

氏
（
西
島
町
・
73
歳
）

現
埼
玉
県
食
鳥
肉
販
売
業
生
活
衛

生
同
業
組
合
理
事
長

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

〈
生
活
衛
生
功
労
〉

渡わ
た

邊な
べ

修し
ゅ
う

一い
ち

郎ろ
う 

氏
（
田
中
・
70
歳
）

元
公
立
高
等
学
校
長

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
小
綬
章

〈
教
育
功
労
〉

危険業務従事者叙勲受章者

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

〈
防
衛
功
労
〉

明あ
け

田た

眞ま
さ

雅よ
し 

氏
（
長
在
家
・
61
歳
）

元
准
空
尉

〈
警
察
功
労
〉

坂さ
か

本も
と

良り
ょ
う

平へ
い 

氏
（
上
野
台
・
77
歳
）

元
埼
玉
県
警
視

〈
警
察
功
労
〉

玉た
ま

川が
わ

榮え
い

治じ 

氏
（
折
之
口
・
76
歳
）

元
埼
玉
県
警
部
補

〈
消
防
功
労
〉

𠮷よ
し

田だ

邦く
に

男お 

氏
（
本
田
・
71
歳
）

元
埼
玉
県
寄
居
地
区
消
防
組
合
川

本
消
防
団
団
長

　

こ
の
ほ
ど
内
閣
府
賞
勲
局
か
ら
、

春
の
叙
勲
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
の
受
章
者
が
４
月
29
日
（
昭
和

の
日
）
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、
永
年
に
わ
た
り
各

分
野
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
た
６
人
の

か
た
が
た
が
受
章
の
栄
挙
に
輝
か
れ

ま
し
た
。

※
年
齢
は
受
章
日
を
基
準
と
し
て
い

ま
す
。

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

My Town Topics

■  深谷小学校が文部科学大臣表彰

■  深谷警察署少年柔道教室が優勝

5 月 3日、秩父市文化体育センターにおいて、第 50回記念埼

玉県下武道大会が開催されました。この大会の柔道 (一般団体の

部 )で、見事深谷警察署少年柔道教室の皆さんが優勝しました。

■  三国コカ・コーラボトリングと災害協定
　三国コカ・コーラボトリング株式会社と深谷市は 5月

2日、「災害時における救援物資提供に関する協定」の締

結を行いました。協定では災害時に販売機内の商品を無

■  佐
さ

藤
とう

キイさん　根
ね

岸
ぎし

英
えい

作
さく

さん　100歳お誕生日おめでとうございます

　深谷小学校は 4月 23日、読書活動優秀実践校として、

文部科学大臣表彰を受賞しました。この受賞は、深谷小学

校が教育活動全般を通して児童の読書活動を積極的に推進

していることが評価されたものです。

　東方町にお住まいの佐藤キイさんが 4月 27日に、また、折之口にお住まいの根岸英作さ

んが 5月 10日に 100 歳のお誕生日を迎えられ、市から記念品や花束、色紙などを贈りま

した。

　根岸さんは新井市長から元気の秘
ひ

訣
けつ

を尋ねられ、「家族の温かさと感謝の気持ちです」と

答えられました。佐藤さんも同様だと思います。どうぞいつまでもご家族と一緒にお元気で

お過ごしください。

料提供する「地域貢献型自動販売

機」の設置も盛り込まれています。

市役所や深谷駅および岡部駅など

合計 4台設置します。今後、既設

販売機の置き換えにより設置数を

増やしていく予定です。

　深谷小学校では、この受賞をバネに、

さらに本好きの子どもを増やし、「国語

力・読解力の向上」につなげたいと話し

ています。
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佐
藤
キ
イ
さ
ん

根
岸
英
作
さ
ん



上
手
に
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と
き　

７
月
14
日
㈯
午
後
１
時
開

場
、
午
後
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

講
師　

帝
京
大
学
名
誉
教
授　

杉す
ぎ

晴は
る

夫お

氏

入
場
料　

無
料
（
要
整
理
券
）

整
理
券
の
配
布　

６
月
４
日
㈪
か
ら

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合

支
所
福
祉
健
康
課
、
各
公
民
館
、

各
図
書
館
、
駅
行
政
コ
ー
ナ
ー
、

市
役
所
本
庁
舎
総
合
案
内
へ

情
報
ひ
ろ
ば

IN
FO
R
M
A
T
IO
N

募　

集

募　

集

小
学
校
理
科
支
援
員
募
集

勤
務
内
容　

市
内
小
学
校
５
・
６
年

生
の
理
科
授
業
の
観
察
・
実
験
活

動
な
ど
に
お
け
る
教
員
の
支
援
お

よ
び
準
備
・
後
片
付
け

勤
務
条
件　

半
日
継
続
し
て
勤
務
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
週
当
た
り

の
勤
務
日
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

勤
務
期
間　

平
成
19
年
９
月
〜
平
成

20
年
２
月

勤
務
時
間　

市
内
各
小
学
校
の
１
時

間
目
開
始
か
ら
４
時
間
目
終
了
ま

で
を
含
む
４
時
間
（
開
始
お
よ
び

終
了
時
間
は
各
学
校
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）

報
償　

半
日
４
時
間
勤
務
で
５
，

０
０
０
円

対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
か
た

①
満
18
歳
以
上（
高
等
学
校
卒
業
者
）

の
か
た

②
満
60
歳
未
満
（
た
だ
し
、
教
員
経

験
者
は
65
歳
ま
で
可
、
大
学
生
や

大
学
院
生
な
ど
も
可
）
の
か
た

③
小
学
校
理
科
の
学
習
内
容
を
理
解

し
、
指
導
計
画
に
基
づ
く
実
験
や

観
察
の
準
備
・
後
片
付
け
が
で
き

る
か
た

④
心
身
共
に
健
康
な
か
た

　

採
用
に
つ
い
て
は
、
資
格
・
経
験
・

勤
務
可
能
日
な
ど
を
勘
案
し
決
定
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

６
月
29

日
㈮
ま
で
に
、
学
校
教
育
課
に
備

え
て
あ
る
規
定
の
志
願
書
に
記
入

の
上
、
学
校
教
育
課
（
☎
５
７
２

ー
９
５
７
８
）
へ

深
谷
市
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

就
業
体
験
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

７
月
23
日
㈪
〜
８
月
17
日
㈮

ま
で
の
期
間
で
連
続
し
た
５
日
間

対
象　

市
内
在
住
在
学
の
高
校

１
・
２
年
生

申
し
込
み　

６
月
25
日
㈪
ま
で
（
学

校
締
め
切
り
日
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
日
ま
で
）
に
、
所
定
の

様
式
に
記
入
の
上
、
所
属
学
校
経

由
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
商
工
会
議

所
（
☎
５
７
１
ー
２
１
４
５
）、

商
工
振
興
課
（
☎
５
７
４
ー

６
６
５
０
）
へ

※
詳
細
は
、
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（

h
ttp
://w

w
w
.fu
ka
y

a
-c
c
i.o
r.jp
/

）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.fu

k

a
ya
.sa
ita
m
a
.jp
/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

平
成
19
年
度
自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
次
の
通
り
採
用
予
定

者
の
受
け
付
け
お
よ
び
試
験
を
行
い

ま
す
。

対
象　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
20

年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
男
女（
募
集
種
目
に
よ
り
、

受
付
開
始
日
お
よ
び
年
齢
制
限
が

異
な
り
ま
す
）

願
書
・
資
料
の
請
求
と
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
（
☎
５
２
２
ー

４
８
５
５
）
へ

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員
募
集

　

介
護
保
険
事
業
を
円
滑
か
つ
適
正

に
運
営
す
る
た
め
に
、
介
護
保
険
運

営
協
議
会
委
員
と
し
て
介
護
保
険
に

興
味
や
関
心
を
お
持
ち
の
か
た
を
募

集
し
ま
す
。

対
称　

深
谷
市
、
熊
谷
市
ま
た
は
寄

居
町
に
在
住
で
40
歳
以
上
の
か
た

定
員　

１
人(

応
募
多
数
の
場
合
は

審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

任
期　

平
成
19
年
７
月
〜
平
成
22
年

５
月

申
し
込
み　

６
月
29
日
㈮
ま
で
に
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、

職
業
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、「
介
護
保
険
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
意
見
・
考
え
を
４
０
０
字
詰

原
稿
用
紙
２
枚
以
内
に
ま
と
め
、

大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保

険
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
期
限
ま
で
に
必
着

※
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
、
応
募
者

全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

大
里
広
域
市
町
村
圏

組
合
介
護
保
険
課
（
☎
５
０
１
ー

１
３
３
０
）
へ

講　

座

講　

座

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

　

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

で
生せ

い

活か
つ

に
役や

く

立だ

つ
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

び
ま
し
ょ
う
。

と
き　

６
月が

つ

21
日に

ち

〜
11
月が

つ

15
日に

ち

ま
で

の
毎ま

い

週し
ゅ
う

木も
く

曜よ
う

日び

（
た
だ
し
８
月が

つ

16

日に
ち

を
除の

ぞ

く
全ぜ

ん

21
回か

い

）
午ご

後ご

７
時じ

〜

９
時じ

と
こ
ろ　

深ふ
か

谷や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

対た
い

象し
ょ
う　

市し

内な
い

在ざ
い

住じ
ゅ
う

在ざ
い

勤き
ん

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の

か
た

定て
い

員い
ん　

60
人に

ん

受じ
ゅ

講こ
う

料り
ょ
う　

１
，
０
０
０
円え

ん

教き
ょ
う

室し
つ　

初し
ょ

級き
ゅ
う

１
、
初し

ょ

級き
ゅ
う

２
、
中

ち
ゅ
う

級き
ゅ
う

申も
う

し
込こ

み　

生
し
ょ
う

涯が
い

学が
く

習し
ゅ
う

課か

、
各か

く

公こ
う

民み
ん

館か
ん

へ

問と

い
合あ

わ
せ　

生
し
ょ
う

涯が
い

学が
く

習し
ゅ
う

課か

（
☎

５
７
２
ー
９
５
８
１
）
へ

パ
ソ
コ
ン
教
室

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
各
対

象
要
件
を
満
た
す
か
た

定
員　

各
講
座
先
着
18
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

６
月

22
日
㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参

加
料
を
添
え
て
深
谷
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
深
谷
公
民
館
（
☎

５
７
１
ー
０
５
０
６
）
へ

「
親
の
子
育
て　

子
の
親
育
て
」

〜
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
理
解
と
関

わ
り
方
〜

　

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
子
育
て

で
悩
み
を
お
持
ち
の
か
た
、
お
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
家
族
の
か

た
や
普
段
障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
関

わ
り
の
あ
る
か
た
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
き　

７
月
９
日
㈪
午
前
10
時
30
分

〜
正
午　

と
こ
ろ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

講
師　

㈶
鉄
道
弘
済
会
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
弘
済
学
園
臨
床
心
理
士　

高た
か

橋は
し

潔き
よ
し

氏

受
講
料　

無
料　

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

深
谷
市

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
５
ー

１
１
０
１
）
へ

※
お
子
さ
ん
の
託
児
を
希
望
さ
れ
る

か
た
（
先
着
10
人
）
は
、
申
込
時

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
Ｂ
体
操
教
室

　
「
３
Ｂ
体
操
」
と
は
、
３
つ
の
手

具
、
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル
タ
ー
を

使
っ
て
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
う
体
操

で
す
。

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 1415

と
き　

７
月
４
日
〜
25
日
ま
で
の
毎

週
水
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
で
全
日
程
参
加
で

き
る
か
た

定
員　

先
着
40
人

受
講
料　

無
料

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、上
履
き
、

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
で
き
る
も
の

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

６
月
11

日
㈪
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
深

谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
５

ー
１
１
０
１
）
へ

※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
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催　

し

催　

し

深
谷
市
民
健
康
大
学
公
開
講
座

健
康
づ
く
り
講
演
会

〜
ス
ト
レ
ス
学
説
は
い
か
に
し
て
生

ま
れ
た
か
〜

　

ス
ト
レ
ス
学
説
を
そ
の
成
り
立
ち

か
ら
解
説
す
る
と
と
も
に
、
精
神
的

ス
ト
レ
ス
を
克
服
す
る
方
法
を
考
え

て
い
き
ま
す
。
健
康
を
む
し
ば
む
恐

れ
も
あ
る
「
ス
ト
レ
ス
」
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
で
、「
ス
ト
レ
ス
」
と

募集種目 受付期間 試験日程
防衛大学校学生（一般） 9 月 7日㈮～ 9月 28日㈮ 11月 10日㈯・11日㈰

（推薦） 9 月 5日㈬～ 9月  7 日㈮  9 月 23日㈷・24日㉁

防衛医科大学校学生 9 月 7日㈮～ 9月 28日㈮ 11月  3 日㈷・  4 日㈰

看護学生 9 月 7日㈮～ 9月 28日㈮ 10月 14日㈰

航空学生 8 月 1日㈬～ 9月  7 日㈮  9 月 22日㈯

一般曹候補生 8 月 1日㈬～ 9月  7 日㈮  9 月 17日㈷

2 等陸海空士　男子 年間を通じて行っています 年間を通じて行っています

女子 8 月 1日㈬～ 9月  7 日㈮  9 月 24日㉁・25日㈫

講座名 内　　容 と　　き（7月） 対　　象
パソコン入門 コンピューターの起動、

日本語の入力
2日㈪
3日㈫

午前 9時
～正午

ラベル作成 オリジナルカード、シー
ルの作成 5日㈭ 午後1時 30分

～ 4時 30分
日本語入力ができるかた

インターネット
入門

ホームページを見る、お
気に入りへの登録 7日㈯

午前 9時
～正午

のんびり入力 簡単な作品を作りながら、
日本語入力をマスター

11日㈬
12日㈭

パソコン入門受講済み
または同レベルのかた

アイロンプリント アイロンプリントでオリジナル Tシャツを作る 18日㈬

午後1時 30分
～ 4時 30分

日本語入力ができるか
たWORD入門 案内文など文章の作成 23日㈪

24日㈫

写真入カード
作成

デジカメ写真を入れたポス
トカードの作成 26日㈭

講座内容 と　　き 会場
1
回 お友達がいっぱい 6 月 25日㈪ 午前9時 30分

～ 11時 30分 深谷市民体育館

2
･
4
･
6
回

幼稚園のお友達と遊ぼう
（1日幼稚園児さん）

 ※室内遊び
 　絵本・紙芝居・
 　リズム・製作・
 　その他

 ※戸外遊び
 　砂場遊び・
 　園庭の遊具での遊び・
 　その他

※ 6 園の中から 1 園を選
んでいただきます（申
し込みはがきには、第 2
希望も書いてください）

※参加会場は、はがきでお
知らせします。

※平成 19 年 6 月～平成
20年 2月に 3回実施予
定

※各会場の日程について
は、第 1 回開催日にお
知らせします。

明戸幼稚園

幡羅幼稚園

桜ヶ丘幼稚園

藤沢幼稚園

深谷西幼稚園

豊里幼稚園

3
回

みんなで遊ぼう
家族で聞こう子育て講演会 7 月 7日㈯ 午前9時

～ 11時 30分
深谷生涯学習センター
・深谷公民館

5
回

秋の自然の中で遊ぼう
「さつまいも掘り」

10 月下旬
～11月予定

午前9時 30分
～ 11時 30分 おかべ幼稚園

「子育てひろば」ようちえんで遊ぼう！
　さまざまな遊びや体験を通して、子育ての在り方や、幼児教
育の大切さを学び合います。専門家による子育ての不安や悩み
の相談にも応じます。

対象者　市内在住の 2歳（6月 1日現在）から就学前までの幼
児と、その保護者（できるだけ全講座に参加可能な親子）

定　員　6幼稚園 各 15組の親子 (応募多数の場合は抽選）
受講料　無料
問い合わせと申し込み
　6月 15 日㈮（当日消印有効）までに、往復はがきの往信用は
がき裏面に、参加希望幼稚園名（第 2希望まで）・住所・参加者の
氏名（ふりがな）・年齢（幼児は○歳○か月）・電話番号・子育て
一言メッセージ（想い、悩みなど）を、また、返信用はがき表面に、
参加者の郵便番号・住所・氏名を明記し、学校教育課幼児教育担
当（〠 366-0823　深谷市本住町 17-3　☎ 572-9578）へ



※
当
日
は
、
手
話
通
訳
、
お
子
さ
ん

の
託
児
を
行
い
ま
す
。
託
児
希
望

の
申
し
込
み
は
、
６
月
29
日
㈮
ま

で
に
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

５
７
５
ー
１
１
０
１
）
へ

「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会

　

第
２
回
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
の
ゲ
ス
ト
は
『
昭

し
ょ
う

和わ

の
い

る
・
こ
い
る
』
さ
ん
で
す
。
総
合
司

会
の
澤さ

わ

田だ

隆た
か

治は
る

教
授
、
医
師
で
落
語

家
の
立た

て

川か
わ

ら
く
朝

ち
ょ
う

氏
の
健
康
落
語
、

医
師
の
講
演
会
で
は
、
元
杏き

ょ
う

林り
ん

大
学

教
授
で
医
師
の
小お

柏が
し
わ

元も
と

英ひ
で

先
生
に
よ

る
「
脳
ト
レ
で
頭
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

〜
脳
外
科
医
と
し
て
〜
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

と
き　

７
月
23
日
㈪
午
後
１
時
開

場
、
午
後
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

整
理
券
の
配
布　

６
月
11
日
㈪
か
ら

市
役
所
本
庁
舎
総
合
案
内
、
各
総

合
支
所
福
祉
健
康
課
、各
公
民
館
、

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
整
理

券
の
交
付
は
１
人
２
枚
ま
で
）

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
７
５
ー
１
１
０
１
）
へ

む
し
歯
予
防
イ
ベ
ン
ト

と
き　

７
月
１
日
㈰
午
前
９
時
〜
11

時
45
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
２
歳
以
上
就
学

前
の
お
子
さ
ん
（
保
護
者
同
伴
）

定
員　

先
着
３
０
０
人

内
容　

む
し
歯
予
防
の
お
話
・
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
・
フ
ッ
素
塗
布
、

希
望
者
は
歯
科
相
談
（
保
護
者
の

か
た
の
歯
科
相
談
も
行
い
ま
す
）

主
催　

大
里
郡
市
歯
科
医
師
会
、
埼

玉
県
歯
科
衛
生
士
会
北
部
支
部
、

深
谷
市

必
要
な
物　

い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

６
月
11
日
㈪
午
前
９
時

か
ら
、
電
話
で
深
谷
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
５
７
５
ー
１
１
０
１
）
へ

　

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

深
谷
市
立
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き 

６
月
23
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
（
☎

５
７
１
ー
８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

■
映
画
会

と
き 

６
月
16
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　
「
ね
ず
み
く
ん
の
チ
ョ
ッ
キ
」、

「
の
ど
か
な
森
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎

５
８
５
ー
５
９
６
８
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
お
は
な
し
玉
手
箱（
お
は
な
し
会
）

と
き 

６
月
３
日
㈰
・
10
日
㈰
午
後

３
時
〜

■
子
ど
も
お
は
な
し
・
映
画
会

と
き 

６
月
10
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

内
容
（
映
画
会
）　
「
子
ぞ
う
の
エ
ル

マ
ー
」、「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
お

た
ん
じ
ょ
う
日
パ
ー
テ
ィ
」

■
木
曽
義
仲
歴
史
散
歩

　

〜
長
野
県
木
曽
町
を
訪
れ
る
〜

と
き　

７
月
14
日
㈯

内
容　

木
曽
義
仲
の
生
い
立
ち
か
ら

挙
兵
ま
で
、
悲
運
の
武
将
の
足
跡

を
た
ど
り
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者

定
員　

先
着
45
人

参
加
料　

４
，３
０
０
円
（
交
通
費
・

昼
食
代
・
入
場
料
込
み
）

申
し
込
み　

６
月
15
日
㈮
午
前
９
時

か
ら
、
参
加
料
を
添
え
て
市
内
各

〔
人
間
ド
ッ
ク
〕

と
こ
ろ　

深
谷
市
総
合
健
診
セ
ン

タ
ー
（
常
盤
町
）・
藤
間
病
院
（
熊

谷
市
）・
埼
玉
よ
り
い
病
院
（
寄

居
町
）・
川
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
長
在
家
）・
熊
谷
総
合

病
院
（
熊
谷
市
）・
熊
谷
生
協
病

院
（
熊
谷
市
）・
あ
さ
み
医
院
（
黒

田
）・
鶴
谷
病
院
（
伊
勢
崎
市
）・

新
田
診
療
所
（
太
田
市
）

〔
脳
ド
ッ
ク
〕 

と
こ
ろ　

小
暮
医
院
（
中
瀬
）・
磯

部
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
新
井
）・
佐
々

木
病
院
（
西
島
町
）

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
４
１
）、
岡
部

市
民
環
境
課
（
☎
５
８
５
ー

２
２
１
３
）、
川
本
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
３
ー
２
７
８
３
）、
花

園
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
４
ー

１
１
２
２
）
へ

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴

う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

　

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
存
す

る
住
宅
に
つ
い
て
、
65
歳
以
上
の
か

た
、
介
護
保
険
法
の
要
介
護
も
し
く

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
か

た
、
ま
た
は
、
障
害
の
あ
る
か
た
が

居
住
す
る
も
の（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

で
、
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
対
象
と
な

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
が
完
了

し
た
も
の
に
つ
い
て
、
１
０
０
㎡
分

ま
で
を
限
度
と
し
て
、
翌
年
度
分
の

税
額
を
３
分
の
１
減
額
す
る
も
の
で

す
。
た
だ
し
、
補
助
金
な
ど
を
除
く

自
己
負
担
が
30
万
円
以
上
の
工
事
に

限
り
ま
す
。
な
お
、
対
象
と
な
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
の
内
容
や
手

続
き
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
３
８
）、
岡
部
税

務
課
（
☎
５
８
５
ー
２
２
１
５
）、

川
本
税
務
課
（
☎
５
８
３
ー

２
７
８
２
）、
花
園
税
務
課
（
☎

５
８
４
ー
１
１
２
４
）
へ

住
環
境
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
資
金
助
成
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ

い
た
住
宅
な
ど
の
改
修
お
よ
び
設
備

改
善
を
実
施
す
る
場
合
、
そ
の
費
用

の
20
％
に
つ
い
て
、
最
高
20
万
円
ま

で
市
で
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
な
ど　

①
市
内
に
あ
る
こ
と

②
対
象
者
が
住
ん
で
い
る
こ
と

③
築
後
２
年
以
上
か
つ
居
住
後
１
年
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図
書
館
へ

■
手
づ
く
り
布
の
絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

と
き　

８
月
４
日
〜
９
月
８
日
毎
週

土
曜
日
（
た
だ
し
８
月
11
日
を

除
く
全
５
回
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ　

花
園
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

先
着
15
人

講
師　

手
づ
く
り
文
庫
ひ
だ
ま
り
代

表　

や
ま
ざ
き
た
の
し
氏

参
加
料　

１
，
０
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み　

７
月
１
日
㈰
午
前
９
時

か
ら
市
内
各
図
書
館
へ

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
ー
１
３
３
３
）
へ

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
６
月
〕
＝
４
日
㈪
・
11
日
㈪
・
18

日
㈪
・
25
日
㈪
・
30
日
㈯

〔
７
月
〕
＝
２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
17
日

㈫
・
23
日
㈪
・
30
日
㈪
・
31
日
㈫

■
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.lib
.c
ity.fu

ka
ya

.sa
ita
m
a
.jp
/
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以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

④
専
用
住
宅
・
併
用
住
宅
の
住
宅
部

分
お
よ
び
集
合
住
宅
（
賃
貸
住
宅

を
除
く
）
の
住
宅
専
用
部
分

⑤
旧
深
谷
市
で
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
住
宅
等
改
修
資
金
助
成
制

度
」
を
利
用
し
て
い
な
い
住
宅

※
対
象
者
・
対
象
工
事
の
内
容
な
ど

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
工
事
着
工
後
の
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
市
内
業
者
ま
た
は
個
人
の
行
う
も

の
で
対
象
工
事
費
が
10
万
円
以
上

の
も
の
に
限
り
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　

開
発
指
導
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
５
５
）
へ

そ
の
他

そ
の
他

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会

　　

都
市
計
画
の
構
想
案
を
作
成
す
る

に
当
た
り
、
構
想
案
を
閲
覧
し
ま
す
。

ま
た
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聴
き

す
る
た
め
に
、公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
構
想
案
の
内
容
】

　

深
谷
都
市
計
画
道
路
の
変
更
３
・
３
・

31
本
庄
道
路
（
埼
玉
県
決
定
）

【
構
想
案
の
閲
覧
】

と
き　

６
月
８
日
㈮
〜
22
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

都
市
計
画
課
、
県
都
市
計

画
課
、
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所

【
公
聴
会
の
開
催
】

と
き　

７
月
30
日
㈪
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

岡
部
公
民
館

【
公
述
の
申
し
込
み
】

　

閲
覧
期
間
中
に
、
閲
覧
場
所
に
備
え

て
あ
る
「
公
述
申
出
書
」
を
、
都
市
計

画
課
へ
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
（
６
月
22
日
必
着
）。

※
「
公
述
申
出
書
」
は
、
県
都
市
計

画
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

h
ttp
://

w
w
w
.p
re
f.sa
ita
m
a
.lg
.jp
/A

1
0
/B
B
0
0
/to
p
.h
tm
l

）
か
ら
も

提
出
で
き
ま
す
。

※
公
述
を
希
望
さ
れ
る
か
た
が
多
い

場
合
は
、
人
数
を
限
定
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
に

は
、公
聴
会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
５
４
）、
県
都
市

計
画
課
（
☎
０
４
８
ー
８
３
０
ー

５
３
４
３
）
へ

中
小
企
業
者
向
け
融
資
制
度

　

市
内
の
中
小
企
業
者
で
、
事
業
資

金
を
必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
、
ご
相

生　

活

生　

活

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
！

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
を
受

検
す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
（
ど
ち
ら
か
一
方
の

み
受
検
で
き
ま
す
）。

対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
か
た

①
深
谷
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
、
そ
の
資
格
を
取
得
し
て
か
ら

１
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
か
た

②
満
35
歳
（
受
検
申
請
当
日
）
以
上
の

か
た

③
深
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し

て
い
る
世
帯
の
か
た

と
き　

平
成
20
年
３
月
14
日
㈮
ま
で

（
希
望
日
を
申
請
時
に
調
整
し
ま
す
）

申
し
込
み　

平
成
20
年
２
月
29
日
㈮

ま
で
に
、
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

を
お
持
ち
の
上
、
保
険
年
金
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
環
境
課
へ

内
容　

人
間
ド
ッ
ク
検
査
・
脳
ド
ッ

ク
の
検
査
費
用（
医
療
機
関
に
よ
っ

て
検
診
費
用
は
異
な
り
ま
す
）
の

内
２
５
，
０
０
０
円
を
助
成

定
員　

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
合

わ
せ
て
先
着
２
７
０
人

■ 

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

４
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
４
月

の
寄
付
金
は
、
８
件
で
１
９
２
，

７
２
６
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
５
０
）
へ　

制度融資名 融資限度額 融資利率 融資期間 信用保証料

小口資金 1,250 万円 1.95% 運転資金　6年
設備資金　8年 0.50 ～ 1.76%

特別小口無担保
無保証人資金 1,250 万円 1.95% 運転資金　6年

設備資金　8年 0.80%

中小企業近代化
経営資金 2,000 万円 1.80% 運転資金 10 年

設備資金 12 年 0.50 ～ 1.76%

中小企業緊急
運転資金 300 万円 1.625% 運転資金　1年 0.50 ～ 1.76%

※各制度とも埼玉県信用保証協会の保証を付すことが条件となります。

昭和のいる・こいる

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０
ー
９き

ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１



健健
康康

みみ
んん
なな
のの

休日急患診療所 こども夜間診療所

 6 月 3 日・10 日・17 日・24 日
診療日

6 月 2 日・3日・9日・10 日・16 日・17 日・23 日
　24日・30 日

 7 月 1 日・8日・15 日・16 日・22 日・29 日 7 月 1日・7日・8日・14 日・15 日・16 日・21 日
　22日・28 日・29 日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時
内科・小児科・外科 診療科目 小児科・内科
診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です
※携帯電話から検索できます　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

1819
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事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 ６月 12 日㈫
７月 10 日㈫

（受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

６月 22 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　1月 27 日～  2 月  4 日生まれ

６月 29 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　2月  5 日～  2 月 15 日生まれ

７月 ６日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 19 年　2月 16 日～  2 月 24 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

６月 21 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 11 月 13 日～ 11 月 30 日生まれ

７月 ５日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 17 年 12 月  1 日～ 12 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
６月 28 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 15 年 11 月 16 日～ 11 月 30 日生まれ

７月 12 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 深谷区域の平成 15 年 12 月  1 日～ 12 月 15 日生まれ

乳幼児相談 ６月 25 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 ６月 25 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康・不妊・
介護・禁煙相談

毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 ※要電話予約

成人健康相談 ６月 20 日㈬ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分 市内にお住まいのかた

こころの健康相談 ６月 19 日㈫ 午後 2時～ 3時 50 分
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

ポリオ
６月 ５日㈫

６日㈬
（受け付け：午後 1時～ 2時）

追加　深谷区域の平成 18 年 7 月  1 日～  9 月 30 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです

BCG接種
６月 13 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時）

深谷・岡部区域の平成 19 年 2 月 16 日～  3 月 15 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです

●岡部保健センターの保健事業　（☎585― 2214）　岡部福祉健康課

●深谷市保健センターの保健事業　（☎575― 1101）

事業名 実施日時など 対象者など

4か月児健康診査
６月 26 日㈫　 （受け付け：午後 1時～ 2時）

川本・花園区域の平成 19 年  1 月・  2 月生まれ
 ■会場は川本保健センターです 

3歳児健康診査
６月 19 日㈫　 （受け付け：午後 1時～ 2時）

川本・花園区域の平成 15 年 11 月・ 12 月生まれ
 ■会場は川本保健センターです

乳幼児相談 ６月 13 日㈬
７月 11 日㈬

午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

子育ての広場 ６月 13 日㈬
７月 11 日㈬ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放

BCG接種

６月 １日㈮ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
川本・花園区域の平成 19 年 2 月生まれ

 ■会場は川本保健センターです
７月 ３日㈫ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

川本・花園区域の平成 19 年 3 月生まれ
 ■会場は花園保健センターです

●川本保健センターの保健事業　（☎583― 2532）　川本福祉健康課

●花園保健センターの保健事業　（☎584― 1123）　花園福祉健康課

事業名 実施日時など 対象者など

4か月児健康診査
６月 26 日㈫　 （受け付け：午後 1時～ 2時）

花園・川本区域の平成 19 年  1 月・  2 月生まれ
 ■会場は川本保健センターです 

1歳 6か月児
健康診査

７月 10 日㈫　 （受け付け：午後 1時～ 2時）
花園・川本区域の平成 17 年 11 月・ 12 月生まれ

 ■会場は川本保健センターです 

3歳児健康診査
６月 19 日㈫　 （受け付け：午後 1時～ 2時）

花園・川本区域の平成 15 年 11 月・ 12 月生まれ
 ■会場は川本保健センターです 

乳幼児相談 ６月 11 日㈪
７月 9 日㈪

午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者　
※午後は要電話予約

子育ての広場 ６月 11 日㈪
７月 9 日㈪ 午前 10 時～午後 4時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放

マタニティ教室
６月 １日㈮

８日㈮
16 日㈯

（受け付け：午前 9時 30 分～、
16 日㈯は午前 9時 20分～）

おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母　
※要電話予約

BCG接種

６月 １日㈮ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）
花園・川本区域の平成 19 年 2 月生まれ

 ■会場は川本保健センターです
７月 ３日㈫ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分）

花園・川本区域の平成 19 年 3 月生まれ
 ■会場は花園保健センターです

とき 休日診療医院名 問い合わせ
６月10日㈰ 花園耳鼻咽喉科医院 ☎ 584 － 6512

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院

休日急患の診療

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

とき 休日診療医院名 問い合わせ

6月3日㈰
正田眼科 ☎ 571 － 1198
仲町診療所 ☎ 571 － 2622

※変更になる場合があります　

事業名 実施日時など 対象者など

離乳食教室 ６月 26 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（託児を希望されるかたは予約時にご相談ください）

1歳 6か月児
健康診査 ６月 20 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 岡部区域の平成 17 年 10 月・ 11 月生まれ

乳幼児相談
６月 18 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分

午後  1 時～  4 時 未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

 ■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

子育ての広場
６月 18 日㈪ 午前 10 時～午後 4 時 子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の

交流の場としてお部屋を開放
 ■会場はおかべ子育て支援センター（みらい幼児園内）です

BCG接種
６月 13 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時）

岡部・深谷区域の平成 19 年 2 月 16 日～  3 月 15 日生まれ
 ■会場は総合健診センターです
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相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け

教育庁舎内教育研究所
学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456

フリーダイヤル・ 0120－4－78374　 e-net@city.fukaya.saitama.jp
家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

6月 6日㈬・20 日㈬ 、7 月 4日㈬ 
午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633
6 月 21 日㈭、7月 19 日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
6 月 13 日㈬、7月 11 日㈬
午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
6 月 5 日㈫、7月 3日㈫
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日（祝日を除く）午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

6 月 7 日㈭、8月 2日㈭
午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
7 月 20 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
6 月 15 日㈮、8月 17 日㈮
午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝市民相談員 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週水・金曜日（祝日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝くらしいきいき課職員 電話により随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関す
る相談

6月 20 日㈬
午前 10 時～午後 4時　担当＝税理士会会員 市役所西別館 301 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

人権
人権擁護委員による、生活
全般で感じた人権上の困り
ごとや悩みの相談

6月 11 日㈪
午前 10 時～午後３時 市役所西別館 201 会議室 人権政策課

☎ 574 － 6643
6 月 20 日㈬
午前 10 時～午後３時 Ｌ・フォルテ２階相談室 Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761
L・フォルテ

相談室 心や体、ＤＶの悩みなど 6月 16 日㈯
午前 11 時～午後３時　予約制 Ｌ・フォルテ２階研修室 B Ｌ・フォルテ

☎ 573 － 4761

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日＝午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝日を除く）　内職・就職は予約制

産業会館３階商工振興課隣の
会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など

6月 7日㈭・17 日㈰、7月 5日㈭
午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談

相談名 内容 検査 とき ところ 問い合わせ

エイズ相談・
　　　エイズ検査

エイズなどに関する相談と血液
検査　予約制
※原則無料・匿名可
※即日検査は採血後60分で結果が
分かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、梅毒
検査（無料）、クラミジア検査（有料）
も受検できます

エイズ即日検査 6月 7日㈭、7月 5日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ検査（夜間） 6月 7日㈭、7月 5日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
6月 26 日㈫、7月 24 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

精神保健福祉相談 精神科医師による精神保健福祉
に関する相談　予約制

7 月 10 日㈫
午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談　予約制 毎月第 1・第 3水曜日
午後 1時～ 4時

県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
　　交通事故相談 家庭の困りごとや交通事故相談 毎週月～金曜日

午前 9時～午後 4時
県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506（県民相談）
☎ 521 － 7300（交通事故相談）
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心の広場

 男女共同参画
だんだん徐々に 6月23日～29日は男女共同参画週間です！

暮らしの
アドバイス
相談

　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、お互いに認
め合い、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」。
その実現のためには市民の皆さん一人ひとりの取り組みが必要

です。わたしたちの周りの男女のパートナーシップについて、こ
の機会に考えてみませんか？
まずは、日常の生活の中で、皆さんが「これって何かへん！」

と感じたことについて自分にできることから変えてみましょう。
自分が変われば周りも変わります。そして、みんなで「男女共

同参画社会」をつくっていきましょう。

男女共同参画に関するお問い合わせは、
L・フォルテ（人権政策課男女共同参画係・☎ 573－4761・火曜日休館）へ

　　～よりよい表現をめざして～」

■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）■ 深谷市子どもの虐待防止ホットライン（市役所家庭児童相談室内）　　
 　虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、 ホットライン（☎574－ 3000）へご連絡ください。
■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放■ L・フォルテ子育て支援軽運動室開放
 　子育て中のかた、お子さんを一緒に遊ばせたり、情報交換をしたりしませんか？
とき　毎週水曜日午後１時～４時　ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室　対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎573－4761・火曜日休館）へ

ぼ
く
の
生
き
が
い
小
さ
な
手

             

花
園
小
学
校
６
年

　

豊
嶋
直
樹
さ
ん

「
手
、
ち
び
っ
こ
い
な
。」

「
最
悪
の
手
だ
な
。」

「
う
わ
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
な
。」

　

ぼ
く
は
、
幼
稚
園
の
年
長
の
こ
ろ
、
こ

ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
の
手

が
み
ん
な
よ
り
小
さ
い
の
を
、
こ
こ
で
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
大
き
い

手
の
子
と
大
き
さ
比
べ
を
無
理
矢
理
に
さ

れ
て
、
ば
か
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

「
手
が
小
さ
く
て
何
が
悪
い
。」

と
悔
し
い
気
持
ち
で
し
た
。

　

こ
う
い
う
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ど
ん

な
こ
と
を
す
れ
ば
そ
の
子
達
に
勝
て
る
の

か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

思
い
つ
い
た
の
が
運
動
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
お
父
さ
ん
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
一
ヶ
月
後
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
た

り
取
っ
た
り
す
る
の
が
得
意
に
な
り
ま
し

た
。
す
る
と
、
幼
稚
園
で
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

を
す
る
時
、

「
小
さ
い
手
で
、
あ
ん
な
に
速
い
球
を
投

げ
る
な
ん
て
す
ご
い
な
。」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
豊
嶋
君
と
同
じ
チ
ー
ム
に
な
っ
た
。」

と
喜
ん
で
く
れ
る
子
が
、
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
他
に
手
を
使
う
こ
と
は
な
い

か
、
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
字
と
絵

が
思
い
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
家
に
捨

て
て
あ
る
紙
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、

も
っ
た
い
な
い
か
ら
そ
れ
を
使
っ
て
、
字

や
絵
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の

ぼ
く
は
、
年
長
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
名

前
や
家
族
の
名
前
ぐ
ら
い
の
字
と
、
数
字

ぐ
ら
い
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
本
気
で
練
習
し
て
ひ
ら
が
な
と
カ
タ

カ
ナ
と
英
語
を
、
一
ヶ
月
半
で
全
部
暗
記

が
で
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
の
先
生
に
ほ
め

ら
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ
れ
が
う
れ
し
く

て
、
そ
の
こ
と
を
全
部
家
族
に
報
告
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
が
小
学
校
に
行
っ
て
も
続
い
て
い

て
、
今
で
は
字
や
絵
を
か
く
の
が
得
意
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
書
き
初
め
が
好
き
で

す
。
三
年
生
か
ら
ず
っ
と
代
表
で
選
ば
れ

て
、
県
展
ま
で
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
字
や
絵
で
よ
く
ほ
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
め
ら
れ
る
と
、
幼

稚
園
の
時
の
出
来
事
や
苦
労
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
あ
る
意
味
あ

の
時
「
小
さ
い
手
」
と
言
わ
れ
て
よ
か
っ

た
と
思
う
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
言
わ

れ
て
な
か
っ
た
ら
、
努
力
を
し
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
し
、
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
も

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
は
、
一
人
一
人
個
性
が
あ
り
ま
す
。

体
の
大
き
い
子
、
や
せ
て
い
る
子
、
そ
し

て
ぼ
く
の
よ
う
な
手
の
小
さ
い
子
。
一
人

ず
つ
み
ん
な
ち
が
っ
て
当
た
り
前
だ
と
思

い
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
自
分
の
体
を

自
分
で
き
た
え
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
だ

と
分
か
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら

も
、
も
っ
と
も
っ
と
字
や
絵
が
上
手
に
な

り
た
い
の
で
、
自
分
を
み
が
い
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
も
う
し
っ
か
り
し
た
大
き
さ

の
手
に
な
り
、恥
ず
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ぼ
く
は
、
こ
の
手
が
大
好
き
で
す
。

期間：6月 11日㈪～ 15日㈮まで
                                          お気軽にお越しください。
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属
す
る
ジ
ム
に
は
、
常
盤
小    

      

２
年
の
時
か
ら
通
っ
て
い

る
。 

父
親
が
ジ
ム
に
通
い
始
め
た
の

で
、
一
緒
に
つ
い
て
行
っ
た
。

　
「
少
し
肥
満
気
味
だ
っ
た
か
ら
」 

　

そ
の
理
由
で
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
叩た
た

き
始
め
た
。
幡
羅
中
入
学
後
も
、
部

的
確
に
ジ
ャ
ブ
を
浴
び
せ
る
。
右
ス

ト
レ
ー
ト
で
、
２
ラ
ウ
ン
ド
終
了
間

際
に
ダ
ウ
ン
を
奪
い
、
続
く
３
ラ
ウ

ン
ド
に
同
じ
右
ス
ト
レ
ー
ト
で
試
合

を
終
わ
ら
せ
た
。

　

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
大
迫
亮
。二
十
歳
。

試
合
後
の
歓
声
の
中
、
彼
一
人
は
遠

く
未
来
を
見
据
え
て
い
た
。

　
　

 

楽
園
ホ
ー
ル
は
興
奮
の
渦
に

　
　

 

包
ま
れ
て
い
た
。
史
上
二
人

目
の
ボ
ク
シ
ン
グ
「
高
校
6
冠
」
を

達
成
し
た
男
の
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
戦
。

プ
ロ
６
勝
を
あ
げ
て
い
る
外
国
人
選

手
を
相
手
に
、
軽
快
に
足
を
使
い
、

活
動
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
毎
日
ジ
ム

に
通
っ
た
。
友
達
と
普
通
に
遊
べ
な

か
っ
た
り
、減
量
は
つ
ら
か
っ
た
が
、

ジ
ム
通
い
が
日
常
と
な
っ
た
。
い
つ

の
間
に
か
大
迫
は
、
自
身
も
気
付
か

な
い
う
ち
に
中
学
生
ボ
ク
サ
ー
と
し

て
知
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
。 

　

高
校
で
の
戦
績
を
見
る
と
、
中
学

ま
で
の
評
価
を
更さ
ら

に
上
回
る
戦
い
ぶ

り
を
見
せ
る
。
１
年
生
で
は
史
上
初

の
国
体
少
年
ミ
ド
ル
級
優
勝
を
果
た

し
、
３
年
生
ま
で
少
年
初
の
３
連
覇 プロ2戦を鮮やかなＫＯで飾る

そ
の
眼
光
、
虎
の
如ご

と

く 　大
お お さ こ

迫　亮
りょう

を
成
し
遂
げ
る
。
高
校
選
抜
大
会
も

２
連
覇
、
高
校
総
体
も
制
し
「
高
校

６
冠
」
を
達
成
し
た
。

　　
　

 

校
の
ボ
ク
シ
ン
グ
タ
イ
ト
ル

　
　

 

を
総
な
め
に
し
た
大
迫
だ
が
、

　
「
小
さ
い
と
き
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
こ
の
ジ
ム
で
」

と
、
プ
ロ
転
向
後
も
慣
れ
親
し
ん
だ

リ
ン
グ
で
毎
晩
汗
を
流
す
。

　

今
年
3
月
の
プ
ロ
2
戦
目
も
勝

利
で
飾
り
、
現
在
２
戦
２
勝
２
Ｋ
Ｏ
。

１
８
０
㌢
の
ア
ウ
ト
ボ
ク
サ
ー
は
、
日

本
ボ
ク
シ
ン
グ
界
期
待
の
星
と
し

て
、
評
価
は
日
増
し
に
高
ま
る
が
、

　
「
今
は
じ
っ
く
り
体
を
作
っ

て
、
二
十
五
歳
ま
で
に
は
世
界
を
目

指
し
た
い
で
す
」

　

あ
く
ま
で
殊
勝
で
落
ち
着
い
た
大

迫
の
言
葉
は
、
耳
に
心
地
よ
く
響
く
。

高
校
６
冠

後後

所所

さ
ん

右
ス
ト
レ
ー
ト

世
界
へ
の
階
段

高高夢
七
訓

　

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し　
　

　

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に　

幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

※渋澤栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。 笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市

畠は
た
け
や
ま
し
げ
た
だ

山
重
忠
は
、長
寛
二
年（
１
１
６
４
）

に
市
内
畠
山
の
地
に
生
ま
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。「
畠
山
重
忠
公
史
跡

公
園
」の
隣
接
地
に
あ
る
古
井
戸
を
、

地
元
で
は
「
重
忠
公
産
湯
の
井
戸
」

と
称
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
実
を
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
に
は
「
城
蹟
の
辺
に
重

忠
の
井
と
唱
ふ
る
古
井
二
あ
り
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
が
そ
の
中
の
一
と
考

え
ら
れ
る
。

重
忠
は
幼
名
を
氏う
じ
お
う
ま
る

王
丸
と
い
い
、

母
は
三
浦
義よ
し
あ
き明

の
娘
で
あ
る
。
治
承

四
年
（
１
１
８
０
）
八
月
、
源み

な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝

が
平
家
追
討
の
兵
を
挙
げ
た
時
に
は

十
七
歳
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
時
京

都
に
い
た
父
重し
げ
よ
し能

に
代
っ
て
一
族
を

率
い
、
大お
お
ば庭

景か
げ
ち
か親

の
求
め
に
応
じ
て

平
家
側
に
味
方
し
て
相
模
国
ま
で
兵

を
進
め
た
。

そ
の
際
に
些さ
さ
い細

な
手
違
い
か
ら
伯

父
三
浦
義よ
し
ず
み澄

と
戦
い
と
な
り
、
重
忠

は
三
浦
氏
の
衣き
ぬ
が
さ笠
城
を
攻
め
た
。
し

か
し
、
戦
力
的
に
優
位
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
忠
は
三
浦
氏

に
わ
ざ
と
退
路
を
敷
い
た
。
実
は
背

後
に
は
大
庭
景
親
が
迫
っ
て
き
て
い

て
、
重
忠
が
攻
撃
を
仕
掛
け
な
け
れ

ば
、
大
庭
軍
の
総
攻
撃
で
三
浦
氏
は
滅

亡
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。

義
澄
は
や
む
な
く
城
を
後
に
し
た

が
、
重
忠
の
心
を
そ
の
布
陣
か
ら
読

み
取
っ
た
祖
父
義
明
は
、「
重
忠
の

華
あ
る
武
者
振
り
に
武
門
の
意
地
で

応
戦
せ
ね
ば
な
る
ま
い
」
と
衣
笠
城

に
居
残
り
見
事
討と

う

死し

し
、名
を
残
し
た
。

頼
朝
は
、
衣
笠
城
を
逃
れ
た
三
浦

義
澄
と
落
ち
合
い
、
さ
ら
に
千
葉
氏

や
上か

ず
さ総

氏
総
勢
三
万
の
大
軍
を
房
総

で
得
て
、
鎌
倉
を
目
指
し
た
。
頼
朝

軍
が
隅
田
川
の
ほ
と
り
ま
で
来
た
と

き
、
見
目
麗
し
き
美
少
年
が
立
っ
て

い
た
。
畠
山
重
忠
だ
っ
た
。
初
め
て

重
忠
を
見
た
頼
朝
は
、「
関
東
一
の

豪
の
者
」
と
い
う
評
判
と
、
見
た
目

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
い
た
。

①
十
七
歳
の
美
少
年

桜ヶ丘・藤沢・豊里・おかべ子育て支援センター

○以下の事業は予約制です　　6月 26日㈫午前9時から電話でお申し込みください
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

藤沢子育て支援センター 給食体験 給食を食べながら栄養士が食事
や栄養について相談に応じます

藤沢子育て支援センター
 7 月 12日㈭
 午前 11 時～正午

離乳食を終了し
ている親子 先着 7 組 親 300 円

子 250 円

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

各子育て支援センター
に直接お越しください

積み木教室
（世代間交流）

みんなで楽しく、ひのきの積み木で
遊びましょう!!

おかべ子育て支援センター
 6 月 9 日㈯
 午前 10 時～ 11 時 30 分

－
人数の制
限はありま
せん

無料

パワフルらんど わくわく・おはなし教室がはたら
ふれあい館でも楽しめます

はたらふれあい館
 6 月 7 日㈭・21日㈭
 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

幼稚園や保育園
に通っていない未
就学児と保護者

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです。
※その他の事業については、市ホームページ（ http://www.city.fukaya.saitama.jp/）をご覧になるか、各
子育て支援センターへ電話でお問い合わせください。

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター
みんなできこう しずくの連弾♪

桜ヶ丘子育て支援センター
藤沢子育て支援センター
豊里子育て支援センター
おかべ子育て支援センター
（みらい幼児園おかべ内）

☎574－ 8002
☎ 551－ 5055
☎ 587－ 1170
☎ 585－ 4101
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「
広
報
ふ
か
や
」
は
再
生
紙
・
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す

　・・・プリザーブドフラワーでかわいいケーキ作り・・・
　ずっと枯れないで楽しめる魔法のお花
「プリザーブドフラワー」。今回は、プリ
ザーブドフラワーを使ってかわいいケー
キを作ります（今回は、土曜日の開催です。
初めてのかたもお
気軽にどうぞ）。
←写真はイメージです。

●と　き　6月 30日㈯
　　　　　午前9時30分～11時 30分
●ところ　深谷コミュニティセンター　大会議室
●定　員　20人
　（応募多数の場合は抽選の上、全員に結果を通知します）
●受講料　2,500円
●申し込み　6月 20日㈬までに、電話でガーデンシティふかや推進室へ

講師　米山　秀 先生
  よねやま  しゅう

　好天に恵まれた 4月 29日・
30 日は、市内外から大勢の
ガーデニングファンが来場さ
れ、大にぎわいでした。

　大人気のフォトスポットは
花に包まれてハイポーズ！
　会場内の
コ ン テ ス
ト作品はど
れも力作で
年々レベルが上がっているよ
うです。レンガ積み体験では、

　　　　　・国営武蔵丘陵森林公園　植物園ガイドツアー・
　国営武蔵丘陵森林公園内を園長
のガイドを聞きながら散策しま
す。華麗に咲くヤマユリをぜひご
覧ください。森林公園で見られる
山野草をまとめたオリジナル図鑑
もお配りします
（昼食付き）。

●と　き　7月 18日㈬午前9時～午後3時
（集合：午前8時45分　深谷市民文化会館駐車場）
●行き先　国営武蔵丘陵森林公園（滑川町）
●定　員　30人（応募多数の場合は抽選の上、全員に結果を通知します）
●参加料　1,600円（交通費・入園料・保険料・昼食代込み）
●申し込み　7月 4日㈬までに、電話でガーデンシティふか
　　　　　　や推進室へ

プリザーブドフラワー教室 ヤマユリが自生する里山散策 (バスツアー）

　オープンガーデンは、深谷
オープンガーデン花仲間のか
たがたが
すべてボ
ランティ
アで実施
しているもので、通常見られ
ない個人のお庭を無料で一般

公開しているものです。1 年
かけて作り上げた庭は、それ
ぞれ個性があって素晴らしく、
工夫を凝らした庭を毎年拝見
するのが楽しみというお客様

　深谷を市民の手できれいにしていこうという団
体であり、市内各地で18団体が活動しています。

深谷ライオンズクラブでは、
2 か月に一度、深谷ビッグ
タートルの進入路の中央分離
帯の除草や清掃活動を行って
います。

美しいふかやづくりに頑張ってます！
アダプト・プログラム団体活動紹介

深谷ライオンズクラブ

ハートのフォトスポットはカ
ラーリングがポイント！

今年の花文字花壇はまさしく
花の字を描いた花文字花壇

お客様を迎えるウエルカム
ガーデンもきれいにお手入れ

深谷駅通りに設置したガーデ
ンもボランティアがデザイン

　市民ガーデニングボランティアの皆さんの日ごろの活動に
より、きれいな花で大勢のお客様をお迎えすることができて
います。会場の花飾りもボランティアさんによるものです。

花フェスタを支えているのは、ボランティアのかたがた

オープンガーデンも大人気
  主催：深谷オープンガーデン花仲間

も多いようです。また、オー
プンガーデンの楽しみは、花
を見るだ
けでなく
庭のオー
ナーとい
ろいろな
花談議ができるところにも魅

力があるよ
うです。
　花仲間の
かたがたの

丁寧なおも
てなしも好
評の要因の
一つです。

実際にレンガを積みながら
ドイツ人の先生に直接指導が
受けら
れ、参
加者は
熱心に
取り組
んでいました。特設舞台での
各種イベントも盛り上がって
いました。

花の魅力に誘われて

森林公園オリジナル図鑑

今年も大盛況！今年も大盛況！
第4回第4回ふかや花フェスタ＆オープンガーデンフェスタ閉幕ふかや花フェスタ＆オープンガーデンフェスタ閉幕

6月 http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm
ガーデンシティふかや推進室　☎ 551 － 5551

ガーデンシティニュース
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